
鐵
繍
灘
耀

　
　
　
賠
う

．
鍵
藩
墨

磁
欝
繊
蕉

羅
．
灘
難
総

　
毒
．
艦
癒
雌

・
’
．
響
鯖

賊
磯
獲
、
嚢
．

　
　
灘
灘
難
讐
・

無
、
　
　
灘
難
霧

継
　
　
　
　
　
慧
　
，

難
皿
㍑
、
』
鞭
㎜
繍

　
　
　
　
　
　
鍍

　
　
』

　
　
　
　
一

　
『

　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
難
撫
、
、

　
驚
識
鰍

　
　
　
㌧

　
　
し

　
　
　

　
、
灘

　
　
雛
’

轟灘

灘馨

藷

　簸．
　臨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘

《人口の動き》　男3，272（一I　I）女3，316（一4）計6，588（一15）世帯数1，767（一2）

3月1日現在　　出生6　死亡6　転入2　転出17
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変
動
気
象
に
負
け
な
い
稲
づ
く
り

　
　
ー
良
質
米
一
割
安
定
増
収
を
ー

「
健
苗
・
早
植
が
増
収
の
キ
メ
手
、

　
良
苗
の
確
保
に
つ
と
め
よ
う
凶

　
天
候
の
悪
い
年
ほ
ど
苗
の
良
し
悪

し
が
初
期
生
育
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。　
昨
年
の
よ
う
に
初
期
生
育
を
早
め

早
期
に
有
効
茎
を
確
保
す
る
た
め
に

良
い
苗
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
育
苗
上
の
要
点

o
種
子
消
毒
を
完
全
に
す
る
。

○
厚
ま
き
し
な
い
。
（
乾
も
み
）

　
　
稚
苗
一
箱
当
り
一
六
〇
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
O
g

産
業
シ
リ
ー
ズ
⑰

　
中
苗
｝
箱
当
り
八
○
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
g

　
　
保
温
折
衷
苗
代
坪
一
・
五
合

o
育
苗
段
階
別
基
準
温
度
を
守
る

o
育
苗
中
の
障
害
発
生
を
防
ぐ

○
稚
・
中
苗
の
硬
化
の
徹
底
と
、

　
田
植
五
日
前
に
硫
安
で
一
箱
当

り
五
9
の
追
肥

二
、
苗
の
生
育
目
標

成
苗

中
苗

稚
苗

35～40 30～35 20日 日　育
数　苗

20～22 15～18 12Cm前後 草
丈

2．0以下 3．5～4．Ocm
鞘　　第

　一長　　葉

5．5～6．0 3．5～4．0 2．0～2．5枚 葉
数

※
稲
作
栽
培
管
理
ご
よ
み
を
参
照

の
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
（
北
村
普
及
員
）

　　　　　　　　　　　　　　　曜　　　　漿

　
町
で
は
、
去
る
二
月
六
日
～
七
日

（
東
京
方
面
）
、
二
月
二
十
日
～
二
十

一
日
（
名
古
屋
方
面
）
の
二
回
に
わ

た
り
、
益
々
不
況
が
伝
え
ら
れ
る
中

で
働
い
て
い
る
出
稼
者
の
激
励
と
現

地
の
実
態
を
知
る
べ
く
、
今
年
も
出

稼
者
現
地
リ
ー
ダ
i
会
議
並
び
に
事

業
所
訪
問
と
懇
談
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
町
か
ら
町
長
、
産
業
課
長
、
職
業

係
長
、
農
協
よ
り
組
合
長
、
参
事
の

五
名
が
参
加
し
、
今
年
は
土
建
関
係

二
、
染
工
場
二
、
製
本
工
場
一
、
自

動
車
工
場
一
、
酒
造
業
一
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
品
工
場
一
、
の
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
所
を
訪
問
し
、
出
稼
者
の
皆

様
方
と
話
し
合
い
又
現
地
の
様
子
を

見
聞
い
た
し
ま
し
た
。

　
リ
ー
ダ
ー
会
議
で
は
、
東
京
及
名

古
屋
方
面
の
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
の
リ

ー
ダ
ー
約
七
〇
名
の
方
々
よ
り
集
合

し
て
い
た
だ
き
、
町
長
よ
り
町
の
様

子
、
今
年
の
方
針
、
県
東
京
事
務
所

の
出
稼
相
談
員
か
ら
の
注
意
や
、
農

協
組
合
長
の
お
話
等
が
の
べ
ら
れ
、

各
職
場
に
帰
っ
て
皆
さ
ん
に
お
伝
え

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
、
又

各
現
場
の
声
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
、
職
種
に
よ

っ
て
多
少
様
子
が
異
な
り
ま
す
が
、

全
般
的
に
い
っ
て
不
況
は
か
く
す
べ

く
も
な
く
、
直
接
出
稼
者
の
上
に
大

き
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
の
が
今
年

の
現
状
で
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
も

う
す
ぐ
松
代
に
帰
ら
れ
る
の
を
楽
し

み
に
皆
様
方
は
元
気
で
一
生
懸
命
働

ら
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

（
名
古
屋
地
区
リ
ー
ダ
ー
会
議
）

（
東
京
地
区
リ
ー
ダ
ー
会
議
）

灘毒
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一
日
、
］
円
の
安
い
会
費
で

　
交
通
災
害
共
済
に

　
　
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
を

　
交
通
事
故
は
い
つ
あ
な
た
自
身
や

家
族
の
身
に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
か

も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
当
町
で
は
九
二

％
と
ほ
と
ん
ど
の
住
民
の
方
か
ら
、

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
家
族
そ
ろ

っ
て
加
入
い
た
し
ま
し
よ
う
。

▽
加
入
資
格
…
共
済
期
間
（
五
十
八

年
四
月
一
日
～
五
十
九
年
三
月
三
十

一
日
）
に
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
、

（
加
入
後
共
済
期
間
の
途
中
に
転
出

し
て
も
会
員
の
資
格
は
失
い
ま
せ
ん
）
。

▽
会
費
（
掛
金
）
…
一
人
年
額
三
百

五
十
円
（
四
月
一
日
以
降
に
加
入
す

今夜も今日も

鍔攣⑪

の恥
る
場
合
も
同
額
で
す
）

▽
加
入
の
手
続
き
…
各
家
庭
に
班
長

さ
ん
よ
り
家
族
の
方
の
氏
名
を
記
入

し
た
加
入
申
込
書
が
届
き
ま
す
の
で
、

死
亡
、
転
出
等
に
よ
り
加
入
さ
れ
な

い
方
は
二
本
線
で
消
し
て
い
た
だ
き
、

記
入
も
れ
や
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た

家
庭
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
氏
名
を
記

入
し
て
下
さ
い
。
加
入
申
込
書
は
三

枚
綴
の
ま
ま
会
費
を
そ
え
て
申
し
込

ん
で
下
さ
い
．

▽
見
舞
金
額
…
傷
害
の
程
度
に
お
い

て
二
万
円
～
七
十
万
円
、
死
亡
は
百

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
共
済
で
お
支
払
い
す
る
見
舞
金
…

　
歩
い
て
い
て
車
に
は
ね
ら
れ
た
り

ひ
か
れ
た
り
し
た
事
故
、
自
動
車
、

バ
イ
ク
、
自
転
車
、
荷
車
な
ど
運
行

中
の
車
両
が
衝
突
し
た
り
、
つ
い
落

火
の
用
心

接
触
し
た
り
し
た
人
身
事
故
で
民
間

保
険
、
他
共
済
と
重
複
す
る
場
合
で

も
見
舞
金
は
支
払
わ
れ
ま
す
。

▽
見
舞
金
請
求
手
続
…
不
幸
に
し
て

事
故
に
あ
わ
れ
、
見
舞
金
を
請
求
す

る
時
は
役
場
総
務
課
交
通
災
害
共
済

係
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。
関
係
書
類

を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

▽
見
舞
金
を
受
取
れ
な
い
事
故
は
…

　
故
意
に
起
こ
し
た
事
故
、
重
大
な

る
過
失
、
無
免
許
運
転
、
飲
酒
運
転
、

天
災
地
変
、
実
治
療
日
数
7
日
に
満

た
な
い
も
の
（
骨
折
の
場
合
、
固
定

期
間
は
実
治
療
日
数
に
入
る
）
又
、

事
故
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
場
合
は

請
求
で
き
ま
せ
ん
。

春の火災予防運動
　4月1日から7日まで

◎
そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場
総

務
課
担
当
係
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

　
免
許
更
新
の

　
　
　
実
施
に
つ
い
て

　
出
張
免
許
更
新
を
四
月
よ
り
、
総

合
セ
ン
タ
ー
に
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ご
自
分
の
免
許
証
の
有
効
期
限
を

お
確
か
め
の
上
、
忘
れ
ず
に
更
新
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

o
期
日

o
時
間

毎
月
第
三
金
曜
日

（
四
月
よ
り
十
一
月
ま
で
）

八
時
三
十
分
よ
り
十
一
時

三
十
分
ま
で
受
付

十
三
時
よ
り
講
習
会

○
持
参
す
る
物

免
許
証

　
収
入
証
紙
（
二
千
円
分
）

　
写
真
一
枚
（
六
カ
月
以
内
撮
影
）

会
費
千
二
百
円
（
全
車
両
一
律
）

　
用
紙
代
三
百
七
十
円

※
四
月
の
免
許
更
新
日
は
十
五
日
で

す
。

　
交
通
事
故
相
談
所
の

　
　
　
開
設
に
つ
い
て

　
四
月
よ
り
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て

毎
月
第
三
火
曜
日
に
交
通
事
故
相
談

所
を
開
設
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
交
通
事
故
の
諸
問
題
で
お
な
や
み

の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。o
期
日
　
毎
月
第
三
火
曜
日

　
　
　
　
（
四
月
よ
り
十
一
月
ま
で
）

○
時
間
　
十
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
＋
五
時
ま
で

o
場
所
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

※
四
月
の
事
故
相
談
日
は
十
九
日
で

　
す
。

染
の
用
◎

oこの時期には空気も乾燥し春の行楽

　期でもあ1）気もゆるみがちです。そ

　のようなことから大きな災害が多く

　発生します。火の元には充分気を付

　けましょう。

○出かける前、就寝前には、かならず

　火の元の点検をすること。

　幼児だけを残して外出しないこと。

○旅館やホテルでは、非常口や避難階

段の位置を確認し避難方法を自分で

確かめる。

○たき火をする時は、水、バケツ等を

準備し必ず監視人をおくこと。

○火災とまぎらわしい煙を出すときは、

事前に消防署に届け出ること。

敦
の
用
心

量

．
轟
■
置
腫
5

那
．
」

　　融雪災害に注意しましょう！ノ

1．雪　崩
気温が上がると雪崩が発生しやすくなります。

雪崩発生危険箇所の通行等充分注意が必要で
す。

2．地滑り
地滑1）は3月～4月にかけて発生割合が高く

　なってお1）ます。日頃から住宅の周囲の状況

　に注意して下さい。

3．融雪出水

融雪により出水しやすい巾小河川沿いの家屋

については、常に水位を監視する。また中小

河川が雪に覆われており、子供等転落事故の

　ないよう注意して下さい。

4．その他
工事現場においては、常に雪崩や土砂崩れの

発生が懸念されるので各事業所の責任者並び

　に作業員の方は、充分注意して下さい。



こうほう・まつだい1”IllII”II”IIII”1”1“1”川1””1”llIIIII”llIl”IIII””IIII”II””Il”II”1”III”1””Il”lll””ll”ill”””II”1”Ill”II川IIII””II”Ill”II””II””II””14

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

××××××××××××

明
る
い
選
挙
推
進
標
語

良
心
に
聞
い
て
選
ぽ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
清
　
き
　
一
　
票

　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
佐
藤
達
栄
さ
ん
の
作
品

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

県
議
会
議
員
選
挙
は
　
　
　
に
出
稼
先
へ
送
っ
て
下
さ
い
．

　
　
4
月
胸
日
　
へ
投
票
用
紙
を
発
送
い
た
し
寄

町
議
会
議
員
選
挙
は

4
月
2
4
日

を
し
ま
し
よ
・
つ

　
投
票
当
日
職
務
、
や
む
を
得
な
い

用
務
等
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は

不
在
者
投
票
を
し
て
下
さ
い
。

　
県
議
選
の
不
在
者
投
票
は
三
月
二

十
九
日
か
ら
四
月
九
日
ま
で
の
毎
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
役
場
で
で
き
ま
す
。

　
出
稼
に
行
か
れ
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
区
長
さ
ん
に
お
願
い
し
不
在
者

投
票
請
求
書
の
用
紙
を
家
族
の
方
々

へ
配
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
直
ち

　××××××××××××××

十十十十十一十十十十十十十十

飲
酒
運
転
を
な
く
し
よ
う

の
る
な
あ
の
む
な

　
の
血
だ
め
の
る
な

飲
酒
運
転
の
罰
則
が
重
く
、
懲
役

　
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
請
求
書
が
＋
と
、

到
着
次
第
三
月
二
十
九
日
に
出
稼
先
率
な
ど
運
転
者
な
ら
だ
れ
で
も
知
っ
て

短
結
、
鞭
欝
輔
謬
を
鏡
㌶
鐸
欝

て
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
に
つ
い
て
の
認
識
が
低
い
た
め
に
、

そ
の
他
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
山
つ
い
飲
酒
運
転
を
し
て
し
ま
・
つ
運
転

ま
し
た
ら
な
ん
で
も
選
挙
管
理
委
員
＋
者
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

会
へ
ご
相
談
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
＋
結
局
は
事
故
を
起
こ
し
、
飲
酒
運
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
恐
ろ
し
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
す

　
相
談
先
　
松
代
町
役
場
内
選
挙
係
＋
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
電
話
七
⊥
三
二
鳥
体
験
し
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
飲
酒
運
転
の
危
険
性
を
よ
く
知
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

立
響
演
説
響
　
＋
“
の
る
な
ら
の
姿
い
〃
よ
う
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李

　
　
　
　
　
　
力
行
わ
れ
ま
す
餐
酒
運
転
事
故
発
生
率
で
は
県
下
町

　
県
議
会
議
員
候
補
者
の
立
会
演
説
＋
村
で
8
番
目
と
い
う
高
い
発
生
率
と

会
が
四
月
盲
松
代
小
学
校
体
育
館
7
っ
て
い
ま
す
．
住
民
天
く
の

で
行
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
自
覚
で
こ
の
町
か
ら
飲
酒
運
転
を
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

”
投
票
は
よ
く
見
よ
く
聞
き
よ
く
考
＋
く
し
ま
し
ょ
う
。

え
て
”
候
補
者
の
政
見
を
よ
く
聞
い
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
＋

午
後
七
時
か
ら
始
ま
り
ま
す
の
轟

多
数
お
い
で
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
＋
　
●
な
ぜ
酒
を
飲
ん
だ
か
？

＋
な
ど
の
刑
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
こ

　
　
　
運
転
免
許
が
取
消
さ
れ
る
こ
と

十＋
い
ま
す
。
そ
し
て
だ
れ
も
そ
ん
な
罰

十

「
つ
き
あ
い
」
が
最
も
多
く
、
次
い

で
「
歓
迎
会
、
慰
労
会
」
「
や
け
酒
、

気
晴
ら
し
」
　
「
晩
酌
」
　
「
来
客
の
接

待
」
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
●
な
ぜ
飲
酒
運
転
を
し
た
か
？

「
あ
ま
り
酔
っ
て
い
な
い
と
思
っ
た

の
で
」
　
「
酔
っ
た
い
き
お
い
で
」
「
翌

日
の
仕
事
に
車
が
必
要
だ
っ
た
か

ら
」
　
「
少
し
し
か
飲
ん
で
い
な
い
か

ら
」
　
「
ひ
と
休
み
し
て
酔
い
が
さ
め

た
と
思
っ
た
か
ら
」
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
●
ど
ん
な
事
故
が
起
き
て
い
る
か

　
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
の
約
半
分

は
「
車
両
単
独
事
故
」
で
す
。
な
か

で
も
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
分
離
帯
な
ど

に
衝
突
す
る
事
故
、
道
路
か
ら
と
び

だ
し
た
り
転
落
す
る
事
故
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

「
車
両
相
互
の
事
故
」
の
中
で
は
、

正
面
衝
突
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
死
亡
事
故
な
ど
重
大
事
故
が

多
い
か
ら
恐
ろ
し
い
の
で
す
。

　
●
酒
を
飲
む
と
ど
う
な
る
？

　
酒
を
飲
め
ば
「
気
分
が
よ
く
な

り
」
そ
し
て
当
然
「
酔
っ
ぱ
ら
い
」

ま
す
。
こ
れ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く

酒
に
含
ま
れ
て
い
る
ア
ル
コ
ー
ル
の

影
響
に
よ
る
も
の
で
す
。
ア
ル
コ
ー

ル
は
人
間
の
神
経
な
ど
に
対
し
て
、

麻
酔
薬
と
同
じ
よ
う
な
働
き
を
す
る

の
で
す
．

　
●
飲
酒
は
、
運
転
に
ど
の
よ
う
に

　
　
影
響
す
る
か
？

　
理
性
、
判
断
力
が
低
下
す
る
た
め

に
、
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
と
い
う
気
持

ち
が
弱
く
な
り
、
ふ
だ
ん
行
な
っ
て
い

る
安
全
手
続
き
、
例
え
ば
一
時
停
止
、

徐
行
、
合
図
な
ど
を
省
略
し
が
ち
に

な
り
ま
す
。

　
又
、
運
動
筋
肉
の
調
整
が
う
ま
く

い
か
な
い
た
め
に
、
ア
ク
セ
ル
を
踏

み
込
み
が
ち
な
傾
向
が
あ
り
、
そ
の

上
、
ス
ピ
ー
ド
感
が
鈍
っ
て
大
胆
に

な
る
の
で
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ

と
な
り
や
す
い
の
で
す
。

　
う
す
暗
い
と
こ
ろ
の
も
の
が
特
に

見
え
に
く
く
な
り
、
も
の
を
識
別
す

る
鋭
敏
度
が
損
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の

た
め
近
い
距
離
に
な
っ
て
よ
う
や
く

危
険
に
気
づ
く
と
い
う
こ
と
に
な
り

や
す
く
、
そ
れ
に
加
え
て
ブ
レ
ー
キ
、

ハ
ン
ド
ル
な
ど
の
操
作
が
遅
れ
が
ち

に
な
り

　
発
見
の
遅
れ
　
＋

操
作
の
遅
れ
－
舞

と
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
五
面
へ
つ
づ
く
）
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酒
に
よ
る
酔
い
の
程
度
は
、
血
液

中
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
と
対
応
し
て

い
ま
す
か
ら
、
血
液
中
ア
ル
コ
ー
ル

濃
度
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
「
酔
っ

て
い
る
」
と
言
え
ま
す
。

　
酒
を
飲
め
ば
、
短
時
間
の
う
ち
に

血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
は
、
運
転
に

危
険
な
程
度
ま
で
到
達
し
て
し
ま
う

こ
と
を
銘
記
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
一
方
、
血
中
ア
ル
コ
ー

ル
濃
度
の
減
少
速
度
（
酔
い
の
さ
め

方
）
は
非
常
に
遅
く
、
一
時
間
に
平

均
0
・
1
5
㎎
し
か
減
少
し
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
「
ひ
と
休
み
」
し
た
ぐ
ら
い

で
は
、
な
か
な
か
酔
い
は
さ
め
な
い

の
で
す
．

　
●
す
っ
か
り
さ
め
た
？
…
…
…

　
日
本
酒
約
2
、
2
合
を
数
人
の
人

に
飲
ま
せ
て
、
「
酔
い
」
と
「
自
覚
」

の
関
係
を
調
べ
た
実
験
が
あ
り
ま
す
。

』
雛
婦
紮
，

の

P
－

噸
、
’
つ

飲
酒
後
4
時
間
で
半
数
以
上
の
人
が

「
も
う
す
っ
か
り
さ
め
た
」
と
言
っ

た
の
で
す
が
、
こ
の
と
き
の
血
中
ア

ル
コ
ー
ル
濃
度
は
％
㎎
／
梶
以
上
あ

っ
た
の
で
す
。
こ
れ
で
運
転
す
れ
ば
、

も
ち
ろ
ん
「
酒
気
帯
び
運
転
」
と
な

り
ま
す
。

　
●
二
日
酔
い
に
も
ご
注
意
！

　
多
量
に
酒
を
飲
ん
だ
と
き
、
あ
る

い
は
夜
遅
く
ま
で
飲
ん
だ
と
き
な
ど

に
は
、
翌
日
の
運
転
が
飲
酒
運
転
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
午
前
一
時
に
血
中
ア
ル

コ
ー
ル
濃
度
が
約
揺
㎎
／
謡
あ
っ
た

と
す
る
と
、
翌
朝
8
時
の
ア
ル
コ
ー

ル
濃
度
は
0
・
7
5
㎎
も
残
っ
て
い
る

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
ハ
ン

ド
ル
を
握
り
、
事
故
を
起
こ
し
た
例

は
意
外
に
多
い
の
で
す
。
酒
を
飲
ん

だ
翌
日
は
、
飲
酒
量
、
飲
酒
後
の
経

過
時
間
な
ど
を
よ
く
考
え
て
、
　
「
飲

酒
運
転
」
と
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
道
路
交
通
法
は
「
何
人
も
酒
気
を

帯
び
て
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車

等
を
運
転
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
決

め
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ア
ル
コ
ー

ル
量
の
程
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ

て
の
飲
酒
運
転
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　
●
酒
気
帯
び
運
転

　
身
体
に
一
定
の
程
度
以
上
の
ア
ル

コ
ー
ル
を
保
有
し
て
、
自
動
車
や
原

動
機
付
自
転
車
を
運
転
し
た
と
き
は
、

い
わ
ゆ
る
「
政
令
酒
気
帯
び
運
転
」

と
し
て
処
罰
さ
れ
、
運
転
免
許
は
停

止
さ
れ
ま
す
。

〈
罰
　
則
〉
3
ヶ
月
以
下
の
懲
役
又

は
3
万
円
以
下
の
罰
金

〈
違
反
点
数
〉
違
反
点
数
は
6
点
で

す
か
ら
、
運
転
免
許
は
停
止
と
な
り

ま
す
。●

酒
酔
い
運
転

ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
で
正
常
な
運

∠
　
ピ

免
離
）
こ

へ

　
　
嬉
管

　
　
　
　
ぱ
在

　
　
　
　
　
ぐ
乙
7 海醤　　

　
評

　
　
　
一
一
セ

　
　
　
認
’

　
　
　
吟
ご
，

｛
、

．
鯉
、
乞

．
畔
．
．
ご
零

馬

転
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
状
態

で
運
転
し
た
と
き
は
、
い
わ
ゆ
る
「
酒

酔
い
運
転
」
と
し
て
厳
し
く
処
罰
さ

れ
、
運
転
免
許
も
取
消
さ
れ
ま
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
で
正
常
な
運

転
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
れ
ば
、
身

体
に
保
有
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
の
程
度

に
関
係
な
く
「
酒
酔
い
運
転
」
と
な

り
ま
す
。

〈
罰
　
則
〉
2
年
以
下
の
懲
役
又
は

5
万
円
以
下
の
罰
金

〈
違
反
点
数
〉
最
高
の
1
5
点
で
す
。

こ
の
違
反
だ
け
で
運
転
免
許
の
取
消

し
と
な
り
ま
す
。

　
●
酒
の
提
供
な
ど
の
禁
止

　
飲
酒
運
転
を
す
る
可
能
性
の
あ
る

人
に
対
し
て
、
酒
を
提
供
し
た
り
、

勧
め
た
り
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
バ
ー
や
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
の

経
営
者
や
従
業
員
に
限
ら
ず
、
各
種

会
合
の
幹
事
、
友
人
、
家
庭
の
主
婦

な
ど
す
べ
て
の
人
が
気
を
つ
け
ま
し

よ
・
つ
。

　
自
動
車
の
運
転
と
い
う
も
の
は
、

人
を
傷
つ
け
た
り
、
生
命
を
奪
っ
た

り
す
る
危
険
を
含
ん
で
い
る
も
の
で

す
か
ら
、
心
身
と
も
に
万
全
の
状
態

で
ハ
ン
ド
ル
を
握
ら
な
け
れ
ば
な
り

、
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
運
転
者
の
最
も
根

本
的
な
倫
理
義
務
な
の
で
す
。

　
「
飲
酒
運
転
は
危
険
だ
か
ら
」
　
「
の

る
な
ら
の
ま
な
い
」
ー
す
べ
て
の
運

転
者
に
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
と
実

行
を
望
み
た
い
の
で
す
。

　
昭
和
五
十
七
年
中
郡
内

　
　
　
飲
酒
運
転
件
数

検挙件数 事故件数 免許人口

安　　　塚 11 0 2，531

浦　川　原 11 0 2，247

松　　　代 11 2 2，979

松　之　山 16 1 2，073

大　　　島 7 2 1，788

牧　　　村 4 0 1，996
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長
く
そ
し
て
厳
し
い
松
代
の
冬
も
、

三
月
の
声
を
き
く
と
、
流
石
に
何
か

春
め
い
た
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う

に
な
っ
て
く
る
。

　
頸
城
の
山
な
み
に
も
春
の
気
が
た

だ
よ
い
、
一
陽
来
復
の
好
時
節
が
近

ず
い
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
新
潟
県
は
高
校
入
試
が
遅
い
為
に
、

春
休
み
が
他
県
よ
り
も
長
い
。

　
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
休
み
中
は
、

生
徒
が
自
主
的
に
家
庭
学
習
に
努
め
、

又
家
事
の
手
伝
い
に
励
ん
で
、
非
行

に
走
ら
な
い
よ
う
に
、
家
庭
に
お
い

て
も
地
域
に
お
い
て
も
、
ご
協
力
頂

き
た
い
も
の
と
思
う
。

　
さ
て
、
松
代
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
も
発
足
以
来
三
ヶ
年
を
経
て
、

よ
う
や
く
少
し
ず
つ
軌
道
に
乗
っ
て

き
た
感
が
あ
る
。

　
本
年
度
の
総
会
で
は
、
高
校
生
の

暴
走
族
ま
が
い
の
事
件
に
つ
い
て
、

若
干
の
議
論
が
か
わ
さ
れ
た
。
今
ま

で
に
は
無
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
だ
け
青
少
年
に
対
す
る
地
域
の
関

心
が
高
ま
っ
て
き
た
と
言
え
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
誠
に
結
構
な
こ
と

で
あ
る
。

　
こ
の
事
件
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ

る
。
A
地
区
に
於
て
、
春
の
雪
ど
け

の
頃
か
ら
、
或
る
グ
ル
ー
プ
が
坂
道

を
バ
イ
ク
で
走
り
下
る
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
。
た
ま
た
ま
体
育
祭
が
雨
で

午
後
に
な
っ
て
中
止
と
な
っ
た
日
の

夕
方
に
、
テ
レ
ビ
に
出
て
く
る
よ
う

な
暴
走
族
ス
タ
イ
ル
で
、
男
女
の
高

校
生
が
次
々
と
集
ま
っ
て
き
て
、
何

－
と
な
く
騒
い
で
い
た
。
そ
の
内
に
暴

力
行
為
に
出
そ
う
に
な
っ
て
、
近
所

の
人
に
止
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
総
会
の
席
上
、
学
校
は
都
合
の
悪

い
こ
と
は
ウ
ヤ
ム
ヤ
に
し
て
深
く
調

べ
よ
う
と
し
な
い
の
で
は
な
い
か
な

春休みの生徒指導につい饗の

地域・家庭への要望

ど
と
非
難
も
さ
れ
た
。

そ
う
で
は
な
い
。

松代高校長伊与部芳表

　
　
　
　
　
　
　
学
校
て
は
A
地
区

の
生
徒
を
中
心
に
調
べ
た
が
、

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

な
く
判
明
し
た
こ
と
に
よ
る
と
、

ン
バ
ー
の
殆
ど
全
部
が
A
地
区
以
外

の
生
徒
で
あ
っ
た
。

　
彼
等
は
帰
宅
後
に
服
装
を
変
え
、

バ
イ
ク
と
い
う
機
動
力
を
利
用
し
て
、

然
し
決
し
て

“

　
　
　
判
ら

そ
の
後
間
も

　
　
　
　
メ

特
定
の
場
所
に
各
地
区
か
ら
集
ま
っ

て
く
る
。
そ
し
て
ま
わ
り
か
ら
や
か

ま
し
く
言
わ
れ
れ
ば
、
又
次
の
場
所

へ
と
移
っ
て
ゆ
く
。

　
従
っ
て
早
い
時
期
に
、
そ
の
地
域

で
注
意
な
り
指
導
な
り
す
れ
ば
、
大

き
な
非
行
に
は
つ
な
が
ら
な
い
筈
で

あ
る
。

　
勿
論
こ
の
よ
う
な
場
合
、
学
校
に

早
く
知
ら
せ
て
頂
け
れ
ば
、
騒
ぎ
に

な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ど
う
か
地
域
の
皆
さ
ん
、
青
少
年
育

成
の
立
場
か
ら
も
、
高
校
生
に
対
し
、

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
、
言
葉
を
か
け

て
や
っ
て
頂
き
た
い
。

　
つ
い
で
だ
が
バ
イ
ク
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
の
全
国
高
校
P
T
A
連
合
会

の
大
会
で
、
高
校
生
の
バ
イ
ク
禁
止

の
決
議
が
な
さ
れ
た
。

　
当
地
は
山
の
中
で
あ
り
、
あ
ま
り

交
通
事
故
も
お
き
な
い
の
で
、
話
題

に
も
な
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
だ

が
バ
イ
ク
禁
止
は
最
近
の
全
国
的
な

一
つ
の
流
れ
な
の
で
あ
る
。

　
次
に
以
前
高
校
生
の
男
女
不
純
異

性
交
遊
に
つ
い
て
、
町
民
会
議
の
地

区
懇
談
会
で
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
し

た
こ
と
が
あ
る
。
だ
が
こ
の
よ
う
な

事
実
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
は
い
て

も
、
中
々
話
し
た
が
ら
な
い
。
要
す

る
に
協
力
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
と
か
く
す
る
内
に
、
相
当
数
の
生

徒
が
こ
の
件
で
警
察
署
に
あ
げ
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
省
略
す
る
が
、
結
果
と
し
て
は
、

　
「
雨
降
っ
て
地
か
た
ま
る
一
と
で
も

い
う
の
か
、
こ
れ
を
機
会
に
こ
の
種

の
非
行
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う

に
思
う
。

　
何
と
言
っ
て
も
、
一
番
悪
い
の
は
、

家
庭
と
学
校
が
生
徒
の
非
行
を
必
死

に
な
っ
て
か
く
そ
う
と
す
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
ん
な
こ
と
で
は
、
生
徒
は

絶
対
に
良
く
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
を
銘
記
し
て
頂
き
た
い
。

　
そ
し
て
こ
の
時
の
不
純
交
遊
は
、

十
日
町
の
雪
祭
り
に
端
を
発
し
、
こ

の
長
い
春
休
み
中
に
活
濃
化
し
て
、

燃
え
上
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
ご

承
知
あ
り
た
い
．

　
何
れ
に
し
て
も
非
行
は
家
庭
生
活

に
お
け
る
「
し
つ
け
教
育
」
の
欠
落

と
、
父
母
の
「
甘
や
か
し
」
と
い
う

誤
っ
た
愛
情
に
よ
る
も
の
が
要
因
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
ど
う
か
、
こ
の
春
休
み
を
、
高
校

生
ら
し
く
有
意
義
に
過
す
こ
と
が
出

来
る
よ
う
、
尚
一
層
の
お
力
添
え
を

頂
き
た
い
。

　
そ
し
て
現
今
行
わ
れ
て
い
る
「
青

少
年
健
全
育
成
」
と
い
う
世
を
あ
げ

て
の
大
目
標
に
向
っ
て
、
益
々
の
ご

協
力
と
ご
蓋
力
を
、
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
第
五
回
新
春
囲
碁
大
会

　
一
月
九
日
渋
海
荘
に
お
い
て
二
十

九
名
の
囲
碁
愛
好
家
が
集
ま
り
熱
戦

が
行
な
わ
れ
た
．

　
試
合
は
、
級
、
段
位
別
に
五
ブ
ロ

ッ
ク
に
別
れ
て
戦
い
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
．

　
A
ブ
ロ
ッ
ク
（
一
級
～
三
段
）

　
　
一
位
　
村
山
悦
夫
　
　
（
松
中
）

　
B
ブ
ロ
ッ
ク
（
三
級
～
一
級
）

　
　
一
位
高
橋
俊
宏
　
（
松
高
）

　
C
ブ
ロ
ッ
ク
（
四
級
～
三
級
）

　
　
一
位
　
佐
藤
行
男
　
　
（
役
場
）

　
D
ブ
ロ
ッ
ク
（
五
級
～
四
級
）

　
　
一
位
丸
山
恵
一
（
山
平
局
）

　
E
ブ
ロ
ッ
ク
（
九
級
～
六
級
）

　
　
一
位
　
柳
藤
十
郎
　
　
（
農
協
）

新
春
将
棋
大
会

あ
つ
ぱ
れ

　
最
年
少
で
初
優
勝
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毎
年
、
町
民
会
議
が
開
催
す
る
青

少
年
非
行
事
故
防
止
地
区
懇
談
会
に

出
席
し
て
青
少
年
の
動
向
を
聞
き
ま

す
が
、
非
行
が
年
々
増
加
の
傾
向
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
、
私
は
自
分
の
体
験
談
が

幾
分
で
も
非
行
防
止
の
役
に
立
て
ば

と
思
い
投
稿
い
た
し
ま
し
た
。

　
1
　
　
●
　
　
1
　
　

●
　
　
「
　
　
●
　
　
「
　
　
●
　
　
1

　
夫
を
早
く
失
い
、
中
学
校
三
年
の

男
子
A
君
を
育
て
、
四
十
ア
ー
ル
の

田
を
懸
命
に
耕
し
、
子
供
の
卒
業
を

楽
し
み
に
暮
す
家
庭
の
話
で
あ
る
。

　
あ
る
年
、
A
君
は
松
代
の
観
音
市

に
ゆ
く
た
め
千
円
の
小
遣
を
も
ら
っ

て
喜
ん
で
家
を
出
た
。
途
中
で
友
達

に
会
い
話
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
う

ち
に
気
持
が
変
っ
て
直
江
津
の
浜
に

遊
び
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
、
二
人

は
バ
ス
で
直
江
津
に
向
っ
た
。

　
直
江
津
駅
で
下
車
し
て
駅
前
で
人

の
混
雑
や
車
の
流
れ
を
見
て
い
た
ら
、

突
然
う
し
ろ
か
ら
「
邪
魔
だ
、
何
を

ウ
ロ
／
＼
し
て
い
る
一
と
怒
鳴
ら
れ

た
。
そ
の
人
は
バ
イ
ク
の
荷
台
か
ら

荷
物
を
お
ろ
し
て
駅
の
中
に
入
っ
て

い
っ
た
。

　
友
達
が
「
人
を
馬
鹿
に
し
や
が
っ

た
か
ら
、
あ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
隠
し

て
や
ろ
う
一
と
い
い
出
し
、
二
人
で

駅
の
ロ
ッ
カ
の
中
に
入
れ
戸
を
し
め

海
岸
に
遊
び
に
行
っ
た
。
時
を
す
ご

し
て
バ
ス
に
の
っ
て
帰
る
た
め
再
び

駅
に
帰
っ
て
来
た
が
、
少
し
早
か
っ

た
の
で
ロ
ッ
カ
ー
の
所
に
行
っ
て
見

た
。
ロ
ッ
カ
ー
の
戸
は
し
ま
っ
て
い

る
、
百
円
入
れ
て
開
け
て
み
た
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
は
あ
る
「
あ
る
あ
る
一
と

友
達
が
出
し
て
持
っ
て
い
た
ら
警
察

官
が
来
て
「
そ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
持

っ
て
来
い
一
と
い
い
駅
前
交
番
に
連

れ
て
行
か
れ
更
に
警
察
所
に
連
行
さ

れ
た
。
　
「
人
の
物
を
隠
す
こ
と
は
盗

省》《反

青少年育成町民会議

治直小山ム開諏景

ん
だ
と
同
じ
だ
一
と
い
わ
れ
住
所
・

氏
名
を
調
べ
ら
れ
た
。
松
代
幹
部
派

出
所
に
連
絡
さ
れ
、
保
護
さ
れ
て
い

る
か
ら
直
ち
に
引
取
る
よ
う
に
と
母

に
連
絡
が
あ
っ
た
。

　
母
は
驚
い
た
「
観
音
市
に
行
っ
て

い
る
は
ず
、
直
江
津
警
察
署
に
保
護

さ
れ
て
い
る
な
ん
て
、
何
か
の
間
違

い
で
な
い
か
一
と
思
っ
た
が
、
大
急

ぎ
で
野
ら
か
ら
帰
り
ハ
イ
ヤ
ー
を
と

ば
し
て
直
江
津
警
察
署
に
出
向
い
た
。

二
人
の
子
ど
も
は
A
君
の
母
の
顔
を

み
て
安
心
し
た
の
か
ニ
コ
ニ
コ
し
て

喜
ん
だ
。
母
親
も
い
ろ
い
ろ
と
注
意

を
受
け
て
か
ら
夕
方
帰
宅
し
た
。

　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
帰
っ
て
来
た
と
聞
い
て
私
は
A
君

の
家
へ
行
っ
て
み
た
、
座
敷
に
親
子

が
対
座
し
て
い
た
。
母
は
泣
声
で
「
お

前
は
あ
ん
な
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
欲
し
か

っ
た
か
一
と
聞
い
て
い
た
．
A
君
は

「
俺
は
や
ら
ん
、
み
ん
な
友
達
が
考

え
て
や
っ
た
、
唯
一
緒
だ
っ
た
だ
け

だ
一
と
い
い
、
大
き
な
声
で
怒
鳴
ら

な
く
て
も
よ
い
の
に
と
い
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
自
分
が
考
え
て
い
た

よ
り
深
刻
な
問
題
だ
と
反
省
し
て
い

た
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
A
君
が
卒
業
す
る
と
親
子
は
東
京

に
転
出
し
て
行
っ
た
。

　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

　
一
昨
年
の
夏
、
A
君
は
立
派
な
青

年
に
な
っ
て
墓
参
に
来
た
。
私
の
家

に
も
寄
っ
て
く
れ
い
ろ
い
ろ
と
話
し

て
い
る
う
ち
に
、
あ
の
時
の
郷
里
を

離
れ
る
と
き
の
気
持
を
話
し
て
く
れ

た
。　
家
に
い
て
も
学
校
に
い
て
も
周
囲

の
目
が
冷
く
感
じ
ら
れ
と
て
も
つ
ら

か
っ
た
が
中
学
校
卒
業
ま
で
我
慢
し

た
。
そ
ん
な
気
持
で
あ
っ
た
の
で
、

と
て
も
松
代
高
校
に
は
入
学
す
る
気

に
も
な
れ
ず
、
ま
た
入
学
で
き
な
い

と
思
っ
た
の
で
母
と
相
談
し
て
親
子

共
に
転
出
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
東
京
で
は
私
立
で
す
が
高
校
に
入

学
し
兄
や
姉
の
援
助
の
お
蔭
で
や
っ

と
卒
業
し
て
、
今
の
会
社
に
入
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
…
…
。

　
私
は
、
誰
に
で
も
失
敗
は
あ
る
。

失
敗
の
反
省
は
一
つ
の
教
訓
と
思
う
、

失
敗
で
経
験
し
た
こ
と
を
一
生
の
宝

に
し
て
長
い
人
生
に
生
か
し
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
と
は
げ
ま
し
た
。

　
思
う
に
、
直
江
津
駅
で
注
意
し
た

人
が
や
さ
し
く
注
意
し
て
い
た
ら
、

こ
ん
な
い
た
づ
ら
に
よ
る
失
敗
は
な

か
っ
た
と
思
う
し
、
母
も
「
あ
ん
な

ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
欲
し
か
っ
た
の
か
一

と
問
い
、
い
た
づ
ら
心
か
ら
の
失
敗

し
た
子
ど
も
の
気
持
を
理
解
し
て
い

な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

周
囲
の
目
が
冷
く
感
じ
ら
れ
た
よ
う

な
環
境
で
あ
っ
た
の
か
と
、
反
省
さ

せ
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
松
代
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
は
、
結
成
さ
れ
て
か
ら
四
年
目

を
迎
え
ま
す
。
町
民
全
貝
の
方
々
が

会
員
に
な
り
み
ん
な
で
青
少
年
健
全

育
成
に
つ
い
て
話
し
あ
い
、
青
少
年

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
良
い
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
“
み
ん
な
が
入
会
”
し
て
い
た
だ

く
こ
と
、
そ
れ
が
私
の
願
い
で
も
あ

り
ま
す
。

　
「
室
岡
君
よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
、

お
め
で
と
う
」
思
わ
ず
誰
も
が
賞
賛

の
声
を
か
わ
し
た
。

　
二
月
二
十
七
日
（
日
）
総
合
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
全
町
民
に
呼
び
か
け

た
本
大
会
は
、
春
の
吹
雪
の
悪
天
候

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
数
の
棋
士
が

参
加
し
て
早
朝
か
ら
熱
戦
が
展
開
さ

れ
た
。

　
午
前
中
は
四
ブ
ロ
ッ
ク
に
別
れ
て

の
リ
ー
グ
戦
。
午
後
か
ら
は
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
上
位
二
名
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
に
参
加
。
そ
の
結
果
、
み
ご
と
余
裕

た
っ
ぷ
り
十
七
歳
の
室
岡
悟
君
（
高

校
二
年
）
が
優
勝
。
町
長
よ
り
賞
状

と
賞
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
一
位
室
岡
悟
（
高
校
生
）

　
　
二
位
　
米
持
敏
雄
（
役
　
場
）

　
　
三
位
　
秋
山
利
作
（
役
　
場
）

　
　
四
位
　
高
橋
幸
平
（
室
　
野
）
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保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑰

　
　
　
　
酒
ー
↓
成
人
病
　
　
冒

●
酒
の
飲
み
す
ぎ
は
、
な
ぜ
い
け
な

　
い
か
。

　
酒
が
健
康
に
よ
く
な
い
最
大
の
原

因
は
ア
ル
コ
ー
ル
が
肝
臓
、
心
臓
障

害
を
引
き
お
こ
す
だ
け
で
な
く
、
い

ろ
い
ろ
な
精
神
障
害
が
お
こ
っ
て
く

る
か
ら
で
す
．

　
全
国
的
に
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
者
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
松
代
町
で
も
九

人
の
患
者
さ
ん
が
お
り
、
そ
の
う
ち

四
人
が
入
院
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
毎
晩
日
本

酒
三
～
五
合
、
ビ
ー
ル
な
ら
三
～
四

本
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
三
〇
〇
㏄
以

上
を
十
年
以
上
続
け
る
と
中
毒
を
お

こ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
成
人
病
で
問
題
に
な
る
の
は
ア
ル

コ
ー
ル
が
体
の
中
へ
入
る
と
中
性
脂

肪
に
な
り
、
そ
れ
が
肝
臓
や
心
臓
の

血
管
に
く
っ
つ
い
て
脂
肪
肝
、
心
臓

肥
大
、
動
脈
硬
化
を
助
長
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
九
州
大
学
が
十
数
年
間
に
わ
た
り

行
な
っ
た
結
果
で
は
、
毎
日
酒
二
合

以
上
飲
ん
で
い
る
人
か
ら
は
脳
軟
化

の
発
生
が
多
く
、
ま
た
熊
本
県
の
天

草
で
十
年
以
上
の
経
過
を
み
る
と
、

二
合
以
上
の
人
か
ら
は
心
電
図
の
異

常
と
高
血
圧
の
発
生
の
多
い
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

常
が
お
こ
り
　
脳
軟
化
を
お
こ
す
危

険
性
が
非
常
に
高
い
の
で
す
。

●
チ
ャ
ン
ポ
ン
は
悪
酔
い
の
も
と
か
。

　
チ
ャ
ン
ポ
ン
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

結
局
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
量
が
非
常
に

ふ
え
悪
酔
い
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

　
一
つ
の
種
類
だ
け
飲
ん
だ
ら
悪
酔

い
し
な
い
か
と
い
う
と
こ
れ
は
量
の

問
題
で
す
。
案
外
悪
酔
い
す
る
の
が

ワ
イ
ン
で
す
。
こ
れ
は
ア
ル
コ
ー
ル

が
1
6
％
ぐ
ら
い
あ
り
、
口
あ
た
り
い

い
の
で
一
本
空
け
て
し
ま
う
事
が
多

い
か
ら
で
す
．

●
昨
年
の
出
稼
検
診
の
時
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
し
た
酒
の
量
は
、
つ
ぎ
の

と
お
り
で
し
た
。

　
こ
れ
は
二
十
代
か
ら
六
十
代
ま
で

の
お
酒
を
飲
む
人
だ
け
の
平
均
で
す
。

　
（
出
稼
中
）
　
　
　
一
、
七
五
合

　
（
家
に
い
る
期
間
）
一
、
六
〇
合

　
こ
ん
な
い
い
酒
飲
み
で
し
た
ら
諺

通
り
「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
し
て
生

き
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
な
た
は
、
ま
た
あ
な
た
の
御
主
人

は
？
　
楽
し
く
健
康
的
に
お
酒
を
の
み
ま

し
よ
う
。

　
つ
ま
り
、
毎
晩
二
合
以
上
飲
む
と

い
う
こ
と
は
高
血
圧
や
心
電
図
の
異

　
　
　
　
　
、

越
後
湯
沢
駅
の

　
　
　
駐
車
場
利
用
方
法

一
、
湯
沢
駅
の
一
階
に
、
新
幹
線
利
　
　
　
げ
れ
ば
駐
車
で
き
ま
す
。

用
者
専
用
の
駐
車
場
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
駐
車
場
は
無
料
で
す
。

一
、
駐
車
場
に
居
る
係
員
に
、
新
幹

線
の
切
符
を
見
せ
る
か
、
ま
だ
買

　
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
こ
れ
か
ら

新
幹
線
の
切
符
を
買
う
こ
と
を
告

、

一
、
六
十
台
駐
車
で
き
る
の
で
、
い

つ
も
す
い
て
い
て
心
配
は
な
い
と

の
こ
と
で
す
。

戸
籍
の
窓
ロ

蝋
佐
藤

二
月
受
付
分

御
結
婚

　
　
　
巌
・
池
田
三
枝
子

　
　
　
　
（
木
和
田
原
・
ぶ
ぜ
ん
）

謬
御
出
産

大
島
典
子
　
父
正
明
　
母
和
代

　
（
長
女
・
松
代
・
善
宗
塚
住
宅
）

高
橋
美
津
子
　
父
和
久
　
母
あ
い
子

　
　
　
（
長
女
・
莇
平
・
家
の
山
）

室
岡
雅
志
　
父
茂
人
　
母
和
代

　
　
　
（
長
男
・
仙
納
・
宮
ノ
脇
）

中
村
由
紀
子
　
父
善
信
　
母
妙
子

　
　
　
　
（
二
女
・
清
水
・
塚
元
）

相
澤
秀
行
　
父
善
一
　
母
久
子

　
　
　
　
（
長
男
・
松
代
・
善
吉
）

山
岸
智
美
　
父
誠
・
母
キ
ノ
イ

　
　
　
（
二
女
・
東
山
・
う
し
ろ
）

魁
山
岸
音
松

齊
木
正
義

中
村
メ
イ

山
賀
政
一

小
堺
直
一

富
澤
キ
ワ

　ククク　　ク　　　

歳歳歳歳歳歳　お

悔
み

蒲
生
藤
佐
エ
門

中
　
子
新
宅

儀
明
与
左
エ
門

池
之
畑
　
糀
屋

蒲
生
　
加
宿

小
荒
戸
　
中
西

第
6
3
回
珠
算
検
定

　
2
月
1
3
日
松
代
中
学
校
を
会
場
に

行
わ
れ
た
結
果
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。　
　
　
　
　
記

　
受
験
者
数
　
　
一
一
九
名

　
合
格
者
数
　
　
　
五
六
名

　
合
格
率
　
　
　
四
七
％

1
級
、
2
級
　
合
格
者
な
し

3
級
合
格
者

　
　
柳
志
朗
（
松
代
小
四
年
）

　
　
関
谷
　
恵
一
（
〃
　
　
五
年
）

　
　
高
沢
優
美
子
（
〃
　
　
〃
　
）

　
　
高
橋
久
美
子
（
〃
　
　
〃
　
）

4
級
合
格
者

5
級
合
格
者

6
級
合
格
者

7
級
合
格
者

8
級
合
格
者

停電のおしらせ

3月17日（木曜日）

八一八七八
名名名名名

　午前9；3⑨（》

　　’午後1＝30

孟地の全域
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　　図で見る国民年金
なたは障害年金が受けられますか

保険料⑳納織桑響

①
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
に
保
険
料
納
付
済
期
間
が
応
年
以
上
で
あ

　
る
こ
と
。

②
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
に
保
険
料
納
付
済
期
間
が
5
年
以
上
で
あ

　
っ
て
、
か
つ
、
そ
の
期
間
が
、
加
入
期
間
か
ら
保
険
料
免
除
期
問
を
差
し
引

　
い
た
期
間
の
3
分
の
2
以
上
で
あ
る
こ
と
。

③
初
診
日
の
属
す
る
月
前
に
お
け
る
直
近
の
基
準
月
（
1
月
、
4
月
、
7
月
お

　
よ
ぴ
m
月
）
の
前
月
ま
で
に
お
け
る
最
近
の
3
年
間
が
保
険
料
納
付
済
期
問

　
ま
た
は
保
険
料
免
除
期
問
で
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

④
初
診
日
の
属
す
る
直
前
の
基
準
月
の
前
月
ま
で
に
お
け
る
最
近
の
1
年
間
が

　
保
険
料
納
付
済
期
間
で
満
た
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
他
の
公
的
年
金
の
加

　
入
期
間
を
含
め
て
、
直
近
の
1
年
間
は
保
険
料
納
付
済
期
問
で
満
た
さ
れ
て

　
い
る
こ
と
。

⑤
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
被
保
険
者
期
間
に
つ
き
、
老
齢
年
金
の

　
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

ノ￥イ

翻診鰯⑳雛臨羅
撚綴驚齢難登
⑳藁絵資絡期闘
巻満幾鞍驚難懸
離が

　　　ハイ

初診麟難携・
驚薦歳朱満懇
す懸

イイエ

イイエ

イイエ

スタート

障害年金は受
けられません

イイ主

イイエ

覇診鰍鋤眺
期闇中驚すが

ノ￥イ

保険料の納羅
要礁を満鷺毯

竃騨馨すが

鱗
淡
護
騒
讐

p
後
騰
養
叢

癬
聞
程
態
懸

鍵
⑳
蕎
雛
嚢

認
懸
灘
の
蓬

審
、
蒙
難
霧
諜

『
障
歳
騰
障
難

イイエ

ノ￥イ

ノ￥イ

禦
讐
総
程
態
懸

ー
障
お
る
懸
楼
．

嚇
ζ
鷹
め
の
ま

が
園
》
定
審
膨

臼
月
霞
縷
障
蟻

診
力
定
法
の
該

鞠
6
認
竃
度
緯

ノ￥イ

　難縷　　　　　　購　　　　　灘　　　　鍵　　　鑛　　灘繋獲

法に謹める障害の状態例
1級障害年金の程度 2級障害年金の程度

①両眼の視力の和が0．04以下のもの。 ①両眼の視力の和が0．05以上0．08以下のもの。

②両耳の聴力損失が90デシベル以上のもの。 ②両耳の聴力損失が80デシベル以上のもの。

③両上肢の機能に著しい障害を有するもの。 ③音声や言語機能に著しい障害を残すもの。

④両上肢のすべての指の機能に著しい障害を有する ④上肢のすべての指のないものや，指の機能に著し
もの。 い障害を有するもの。

⑤両下肢の機能に著しい障害を有するもの。 ⑤下肢の機能に著しい障害を有するもの。

⑥身体の機能の障害又は長期にわたる安静を必要と ⑥体幹の機能に歩くことができない程度の障害を有

するもの。 するもの。

⑦精神の障害があって，以上の廃疾の状態と同程度 ⑦身体の機能の障害又は長期にわたる安静を必要と

の廃疾の状態にあるもの。 する病状が，以上の廃疾の状態と同程度のもの。

⑧身体の機能の障害・病状又は精神の障害が重複す ⑧精神の障害があって，以上の廃疾の状態と同じ程

　　　　　　●る場合であって，その状態が以上の廃疾の状態と 度の廃疾の状態にあるもの。

同じ程度の状態であるもの。
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　柳
剣

道一一

六郎
段

合氏
格

　
松
代
剣
道
連
盟
の
会
長
で
あ
る
柳

一
郎
氏
は
、
去
る
昭
和
五
七
年
十
一

月
二
七
日
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
昇

段
審
査
会
に
お
い
て
、
見
事
六
段
に

合
格
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
四
五
人
受
検
中
、
合
格
し
た

人
は
、
わ
ず
か
に
三
人
と
い
う
き
び

し
い
審
査
の
中
で
の
合
格
は
、
日
頃

鍛
え
た
練
習
の
成
果
の
賜
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
二
一
才
の
時
に
は
、
皇
居
に
お
い

て
貴
重
な
天
覧
試
合
を
経
験
し
、
そ

れ
以
来
、
県
内
の
剣
道
普
及
と
、
若

い
剣
士
の
育
成
な
ど
に
、
努
力
さ
れ
、

各
団
体
よ
り
数
々
の
表
彰
を
受
け
て

お
ら
れ
ま
す
。

　
又
、
県

大
会
で
も

個
人
戦
優

勝
一
回
、

三
位
三
回

等
好
成
績

　
　
　
　
　
　
駕
懲
．
，

を
残
し
、

最
優
秀
選

手
に
も
選

ば
れ
た
事

が
あ
り
ま

す
。　
こ
れ
か

ら
も
、
そ
の
豊
富
な
経
験
と
高
い
技

術
を
生
か
さ
れ
て
、
剣
道
の
向
上
と

若
い
剣
士
の
育
成
に
努
力
さ
れ
る
事

を
、
期
待
い
た
し
ま
す
。
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ー　ρ8　’

園
芸
一
ロ
メ
モ

　
　
”
松
代
園
芸
愛
好
会

H
電
報
電
話
局
よ
り
お
知
ら
せ
”

■
五
十
音
別
電
話
帳
が
発
行
さ
れ
ま

　
し
た
。

　
上
越
版
五
十
音
別
電
話
帳
が
、
配

布
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
自
分
の
掲
載

名
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
尚
、
同
時
に
電
話
帳
に
関
し
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ご
意
見
、
さ
ら
に
は
、
省
資
源

の
立
場
か
ら
電
話
帳
の
要
否
等
、
お

手
数
で
す
が
、
ご
回
答
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
＊

■
移
転
工
事
の
注
文
は
お
早
目
に
。

　
電
話
局
で
は
、
で
き
る
だ
け
ご
希

望
の
日
に
電
話
の
工
事
が
で
き
る
よ

う
、
予
約
制
を
と
、
っ
て
い
ま
す
。

　
三
、
四
月
は
、
転
勤
・
転
居
等
、

引
越
し
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、

電
話
工
事
も
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

　
な
る
べ
く
工
事
希
望
日
前
十
日
程

度
の
余
裕
を
み
て
、
お
申
し
つ
け
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
＊

■
奴
奈
川
地
区
（
松
代
八
局
）
い
よ

　
い
よ
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
開

　
始
　
昨
年
八
月
よ
り
、
松
代
七
局
に
お

い
て
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
を
、
ご
利
用
い

た
だ
き
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
が
、

本
年
二
月
一
日
よ
り
、
奴
奈
川
地
区

（
松
代
八
局
）
に
お
い
て
も
プ
ッ
シ

ュ
ホ
ン
が
ご
利
用
い
た
だ
け
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
の
機
能
に
は
次
の

一
．
一
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　
①
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
サ
ー
ビ
ス
付
。

　
②
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
サ
ー
ビ
ス
な
し
．
㎜

　
　
　
　
　
＊

　
詳
細
に
つ
い
て
は
電
話
局
に
問
い

合
せ
下
さ
い
．

カ
あ
る
の
で
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
で
は
山
取
り
と

は
、
盆
栽
の
種
木

を
得
る
た
め
に
自

然
の
山
野
、
海
辺
、

古
い
庭
園
の
跡
地
、

山
野
の
荒
畑
、
屋

敷
跡
等
で
生
育
し

す
で
に
老
木
大
樹

の
相
が
あ
っ
て
、

こ
れ
な
ら
と
思
う

樹
形
の
も
の
を
堀

り
取
っ
て
盆
栽
に

仕
立
て
る
こ
と
で

　
山
取
り
盆
栽
の
魅
力

　
去
る
二
月
二
十
七
日
、
園
芸
ク
ラ

ブ
の
懇
親
会
が
あ
り
ま
し
た
。
机
上

に
は
美
し
い
洋
ら
ん
の
花
、
ミ
ニ
盆

栽
が
五
鉢
ほ
ど
飾
ら
れ
、
園
芸
愛
好

者
の
集
い
に
ふ
さ
わ
し
い
雰
囲
気
で

し
た
。
話
し
合
の
中
に
今
年
も
山
取

り
盆
栽
を
や
っ
た
ら
、
と
の
話
が
中

心
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
。
集
っ
た
人
の
年
令
は
五

十
才
か
ら
七
十
才
の
人
達
で
す
。
五

十
年
、
百
年
の
樹
令
の
盆
栽
を
幼
苗

か
ら
作
る
こ
と
は
所
詮
無
理
な
こ
と

で
す
。
そ
こ
に
山
取
り
盆
栽
の
魅
力

ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
、
・
、
脊
．
銃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
“

す
。
盆
栽
界
で
正
木
と
か
原
木
新
木

も
の
と
い
わ
れ
る
盆
栽
は
こ
う
し
て

堀
り
取
っ
て
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
山
取
り
と
い
う
言
葉
は
産
地

の
意
味
を
表
わ
し
ま
す
。
盆
栽
と
い

う
と
老
大
木
の
趣
き
が
ほ
し
い
も
の

で
す
が
、
そ
の
点
で
も
山
取
り
は
自

然
の
山
野
に
自
由
に
育
ち
、
風
雪
に

耐
え
、
年
数
も
重
ね
て
、
根
張
り
と

か
立
ち
上
が
り
が
よ
く
、
枝
も
多
く

あ
っ
て
盆
栽
と
し
て
最
も
重
要
な
箇

所
が
生
れ
な
が
ら
に
て
備
わ
っ
て
い

る
も
の
が
多
く
躍
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
山
取
り
の
魅
力
で
は
な
い
で

し
よ
う
か
。

　
松
代
園
芸
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
老
後

を
た
の
し
み
ま
せ
ん
か
。
会
員
が
多

く
な
れ
ば
山
取
り
に
み
ん
な
で
た
の

し
く
参
加
で
き
る
計
画
も
た
て
ま
す
。

＾
、

’
～

尾『瀕藍

縫i藻

欝磐
爆・

騰織
　差㍗’　　　　亀．

　　　窪二騒麟

鰍　　　　　　弊，”・顎譲・講
断卜源、　，、鰻・灘噛
矯、賢．‘’二燗ξ純’《
　　　　　写，・r・パ、晃し　潔’
　　　　　　，晶　　　　一肢

　　　　　　　耀』凝　遡
　　　　　　　譲耀・弩
　　　　　　　獅鍵戴懇，じ・
　　　　　　　　　　二

　　　　　陣　　　　　　　　　頁【鯖

けやき

鑓
崩
一

亭

彊
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◆
ス
キ
ー
部
各
種
大
会
に
参
加
し
て
◆

　
去
る
、
二
月
一
日
座
王
に
お
い
て

全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
、

佐
藤
純
一
、
柳
一
成
両
君
が
出
場
、

二
月
九
日
札
幌
に
お
い
て
全
日
本
ノ

ル
デ
ッ
ク
選
手
権
と
草
津
の
国
民
体

育
大
会
に
佐
藤
純
一
君
と
若
月
等
君

が
参
加
し
、
全
国
中
学
ス
キ
ー
大
会

に
小
堺
敏
明
君
、
世
界
学
生
選
手
権

大
会
に
万
羽
琢
哉
君
が
参
加
し
、
成

績
は
次
の
通
り
で
す
。

　
こ
れ
ら
各
種
大
会
に
先
立
ち
町
当

局
、
各
方
面
か
ら
多
額
の
寄
付
を
頂

き
又
、
盛
大
な
壮
行
会
も
開
い
て
頂

き
ま
し
た
事
、
選
手
は
も
と
よ
り
責

任
者
の
一
人
と
し
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
大
会
の
結
果
は
全
国
精

鋭
と
の
闘
い
ま
ず
ま
ず
の
出
来
と
い

え
、
し
か
し
な
が
ら
上
位
へ
の
入
賞

は
と
聞
か
れ
る
と
こ
れ
は
大
変
な
ん

で
す
よ
と
答
え
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　
雪
質
、
地
形
、
天
候
、
気
温
等
、

風
土
の
異
な
る
地
域
で
は
、
雪
と
い

う
天
然
現
象
に
左
右
さ
れ
決
し
て
画

一
的
に
は
、
判
断
出
来
な
い
の
で
あ

り
、
そ
れ
に
選
手
に
は
運
と
い
う
目

に
は
見
え
な
い
強
敵
も
存
在
す
る
訳

で
す
が
、
こ
れ
は
毎
日
の
精
神
的
鍛

練
か
ら
養
な
わ
れ
る
も
の
、
手
の
ほ

ど
こ
し
よ
う
も
な
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。
　
こ
れ
か
ら
を
総
合
し
て
勝
負

（
松
代
高
校
　
佐
藤
一
徳
）

の
世
界
は
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
で

も
何
と
い
っ
て
も
選
手
育
成
は
家
庭

の
協
力
、
地
域
総
ぐ
る
み
で
の
協
力

の
中
に
成
り
立
つ
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
雪
の
量
で
は
日
本
屈
指
の
こ
の
町

に
お
い
て
ス
キ
ー
へ
の
取
り
組
み
は

最
適
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
名
を
全
国
に
世
界
に
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
強
化
策
を
と
っ
て

い
ま
す
。
私
は
ス
キ
ー
の
強
化
を
町

の
中
心
ス
ポ
ー
ツ
に
と
考
え
る
な
ら

ば
こ
の
よ
う
に
技
術
向
上
に
取
り
組

む
よ
り
し
か
た
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
群
馬
県
嬬
恋
村
の
よ
う
に

村
ぐ
る
み
の
強
化
が
み
の
り
ス
ケ
ー

ト
で
全
国
上
位
の
選
手
を
多
数
出
し

又
、
過
疎
の
東
北
に
あ
る
分
校
で
は

生
徒
全
員
を
卓
球
に
熱
中
さ
せ
日
本

強
化
選
手
を
現
六
年
生
か
ら
送
り
出

し
て
い
る
事
は
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ

た
事
実
で
あ
り
、
全
ス
ポ
ー
ツ
関
係

者
は
感
動
さ
れ
た
事
で
し
ょ
う
。

　
子
供
の
減
少
に
悩
む
こ
の
地
域
も

こ
の
様
な
取
り
組
み
の
段
階
ま
で
来

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
子
供
は
何
よ

り
の
財
産
で
そ
の
大
切
な
青
少
年
の

育
成
を
何
に
ゆ
だ
ね
る
か
、
こ
の
松

代
に
ス
キ
ー
を
発
展
さ
せ
、
そ
れ
に

一
歩
前
進
し
た
工
夫
あ
る
教
育
を
行

な
え
た
ら
と
今
回
の
全
国
を
見
て
き

た
私
に
は
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

あ
ら
ゆ
る
手
段
で
一
専
門
の
教
師
と

し
て
増
々
自
己
研
修
に
励
み
で
き
う

れ
ば
地
域
発
展
に
も
役
立
て
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
物
心
両
面
に
わ
た
る
、

地
域
社
会
の
皆
様
方
の
ご
厚
情
に
感

謝
申
し
上
げ
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

ー
大
会
成
績
ー

等　
　
　

　
　
生

　
　
学

月
大

　
　
く

若

○
国
民
体
育
大
会

　
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
31
位

佐藤純一
〈高校生＞

o
全
国
高
校
ス
キ
i
大
会

　
　
　
　
　
　
1
5
㎞
　
n
位

○
全
日
本
ノ
ル
デ
ッ
ク
選
手
権

　
　
　
一
几
又
　
　
5
m

　
　
　
一
舟
　
　
－
k

　
　
　
高
校
　
15
㎞

○
国
民
体
育
大
会

　
　
　
少
年
　
1
5
㎞

　
　
　
少
年
リ
レ
ー

ダ
■

425
位位

12
位
6
位哉

＞
琢
難
羽
大

　
　
く

万

○
世
界
学
生
選
手
権

　
ブ
ル
ガ
リ
ア
　
　
ー
5
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
㎞

　
　
　
　
　
　
リ
レ
ー

5　3034
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　〈高校生〉

○
全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会

　
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
5
6
位

慮

㌧
一
一
喝
．
一
一
＝
。
働
騨
．
”
一
9
三
一
甲
一
9
嗣
一
＝
9
．
噂
．
の
9
一
三
一
9
＝
一
一
三
，
．
．
．
一
β
三
甲
一
．
甲
」
＝
＝
一
．
9
一
一
三
一
一
＝
」
三
一
一
帰
1
＝
一
一
一
＝
」
三

な
た
も
尺
八
を
吹
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

関
口
昇
隆
先
生
が
懇
切
丁
寧
に
指
導

し
て
下
さ
い
ま
す
。
是
非
お
越
し
下

さ
い
。

◎
連
絡
先
　
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
費
　
七
ー
二
三
〇
一

　
　
　
　
　
室
岡
徹

　
　
（
自
　
宅
）
七
f
二
五
七
四

　
盈
　
　
（
勤
務
先
）
七
ー
二
〇
〇
一

　
◆
松
代
民
舞
松
月
会

　
松
代
民
舞
同
好
会
が
松
代
民
舞
松

月
会
と
改
称
い
た
し
ま
し
た
。

　
発
足
以
来
十
一
年
を
過
ぎ
会
も
充

実
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
和
や
か
な

親
睦
を
は
か
り
、
健
康
の
た
め
に
も

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
老
若
男
女

を
問
い
ま
せ
ん
。
初
心
者
歓
迎
、
先

生
が
手
を
と
り
足
を
と
り
指
導
い
た

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
に

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　
　
高
野
歌
子
（
松
代
殿
倉
）

　
　
　
　
　
　
七
f
二
一
〇
六
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　文
芸

短
離
　
農

r　一　一

∈麗藤
x
’瀞　言

歌
草
野
和
作

坂
道
の
地
蔵
の
笠
も
新
し
く
出
稼
ぎ

の
村
に
雪
は
間
近
し

大
雪
に
耐
え
て
残
り
し
こ
の
家
も

離
農
決
ま
れ
ば
つ
ぶ
さ
れ
て
ゆ
く

つ
ぶ
さ
れ
て
焼
き
は
ら
わ
れ
し
離
農

の
家
　
土
台
石
の
み
冬
陽
浴
び
お
り

離
農
し
て
つ
い
に
去
り
た
る
隣
り
家

　
　
　
　
　
　
　
と
も

の
　
き
ょ
う
よ
り
灯
ら
ず
　
冬
の
月

さ
す

篤
農
と
言
わ
れ
し
君
も
離
農
し
て

山
の
沢
田
に
葺
生
い
茂
る

置
き
去
り
の
猫
の
泣
き
声
雪
空
に

こ
も
り
聞
こ
え
て
夜
は
更
け
て
ゆ
く

し
ぶ
み
句
会

　
　
二
月
三
日
・
於
　
枯
水
居

節
分
豆
ま
き
句
会

正
座
し
て
何
を
か
想
う
ふ
と
こ
ろ
手

風
邪
の
床
甘
え
る
こ
と
も
な
か
り
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

猫
柳
湖
畔
の
春
は
と
と
の
わ
ず

水
は
ま
だ
光
返
さ
ず
猫
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
水

餅
ご
ざ
の
跡
あ
る
餅
を
送
り
け
り

水
桶
に
塩
抜
く
わ
ら
び
今
日
も
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

　
　
カ
さ

雪
の
嵩
尋
ね
て
あ
り
ぬ
初
便
り

　
　
き

雪
を
被
て
落
つ
る
も
の
あ
り
飾
焚
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

ど
ん
ど
組
む
老
若
男
女
声
あ
わ
せ

風
邪
引
き
の
古
妻
大
い
に
は
ば
か
り

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

な
ら
わ慣
し
と
医
者
も
ど
ん
ど
の
灰
塗
ら
る

ど
ん
ど
焼
く
子
ら
の
吉
書
の
高
く
舞

い
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
た

川
へ
だ
て
ど
ん
ど
の
煙
二
の
ぼ
り

少
雪
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
鉄
赤
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

離
れ
た
る
娘
の
長
電
話
冬
籠
り

年
男
祝
う
て
く
れ
し
発
句
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

日
脚
伸
ぶ
茶
の
友
内
職
持
ち
き
た
り

鬼
や
ら
い
太
き
声
だ
す
年
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

塞
の
神
場
所
を
移
し
て
大
ぶ
り
に

豆
拾
う
子
供
の
瞳
か
が
や
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

大
寒
や
戸
に
影
み
せ
て
み
そ
さ
ざ
い

老
い
も
ま
た
腰
を
伸
ば
し
て
豆
ま
き

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
史

豆
ま
き
に
子
供
と
遊
ぶ
鬼
も
あ
り

月
冴
え
て
窓
を
飾
り
し
霜
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

寒
明
け
の
雑
炊
旨
し
鏡
餅

楢
の
木
の
白
き
銘
目
に
春
浅
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

大
寒
の
真
っ
只
中
を
犬
走
る

ち
ぎ
れ
雲
冴
ゆ
る
頭
ン
上
月
走
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

　
　
　
　
　
　
　
ほ
ど

大
寒
や
野
鍛
治
の
炉
の
し
ま
い
酒

峡
の
村
瀬
音
す
が
し
く
冬
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

大
寒
の
雨
に
作
柄
良
し
と
知
る

夫
病
め
ば
子
供
と
二
人
雪
お
ろ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

あ
ま
だ
れ
や
心
休
ま
る
寒
の
雨

節
分
の
豆
の
固
さ
も
七
十
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

亡
き
義
父
に
よ
く
似
た
夫
の
咳
払
い

く
さ
め
し
て
妻
の
話
の
腰
を
折
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
橘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
あ
き
な
い

時
雨
る
れ
ば
訪
う
人
も
な
き
小
商

大
寺
の
大
雪
下
ろ
し
二
十
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

学
校
は
豪
雪
休
業
大
氷
柱

な
　
ま
こ

海
鼠
噛
む
ふ
ぶ
き
の
海
は
暗
か
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰

蒲
生
句
会

璽
澱
に
子
ら
の
笑
い
の
溢
れ
お
り

手
造
り
の
納
豆
の
出
来
ほ
め
あ
え
り
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
ナ

居
間
明
る
し
鉢
の
寒
木
瓜
咲
き
満
ち

て
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
橘
．

シ
グ
ナ
ル
も
冴
え
寒
暁
の
上
野
駅

寒
椿
散
り
ゆ
く
路
や
職
乏
し

蒲
団
敷
く
職
無
き
土
方
そ
れ
ぞ
れ
に
’

　
　
　
　
　
　
　
千
葉
市
　
鐵
　
堂
．

千
秋
楽
手
じ
め
を
吹
雪
ひ
っ
さ
ら
う
㎜

大
寒
の
没
り
陽
に
光
る
氷
柱
あ
り

門
松
の
凍
て
つ
き
し
縄
解
き
に
け
り
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
ぴ
　
　
　
つ
ま

茶
柱
や
こ
た
つ
の
電
話
出
稼
の
夫

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
届
き
喜
ぶ
孫
の
声
・

雪
ま
み
れ
権
に
は
し
ゃ
ぎ
て
孫
二
人
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女
・

通
勤
の
バ
ス
揺
れ
動
く
大
枯
野

寄
せ
鍋
や
土
工
の
指
の
太
き
こ
と

冬
シ
ャ
ツ
の
か
な
し
く
干
さ
る
男
部
．

屋
　
　
　
　
　
群
馬
県
月
　
日

凍
て
土
の
解
け
る
間
も
な
き
寒
一
日
．

赤
城
野
へ
鐘
の
鳴
る
丘
冬
茜

赤
信
号
待
つ
間
を
か
お
る
寒
紅
梅

　
　
　
　
　
　
群
馬
県
泥
水

は
　
り

破
璃
染
め
て
朝
焼
け
と
ど
く
寒
卵

か
じ
か惇
み
て
作
業
日
誌
の
サ
イ
ン
受
く

仕
舞
湯
に
お
と
が
い
浸
す
応
潔
畿

　
　
　
　
　
　
　
群
馬
県
耕
山
㎜

鑑
蔽
を
割
り
お
り
年
を
惜
し
む
如

都
鰻
欝
調
真
漏

大
当
り
！

　
　
年
賀
は
が
き
で

　
　
　
　
　
　
　
三
等
が

　
　
ー
松
代
郵
便
局
ー

　
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
で
、
二

等
の
折
り
た
た
み
式
自
転
車
が
当
っ

て
大
喜
び
し
て
い
る
。

　
幸
運
の
当
せ
ん
者
は
、
田
沢
（
か

み
）
の
市
川
栄
造
さ
ん
で
す
。

　
春
か
ら
縁
起
が
良
い
と
大
喜
び
で

し
た
。

　
市
川
さ
ん
の
家
で
は
、
一
等
に
一

番
ち
が
い
の
は
が
き
も
配
達
に
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
も
松
代
の
商
店
か
ら

の
も
の
な
の
で
、
松
代
町
内
に
も
一

等
が
あ
る
の
で
は
、
と
い
う
お
話
で

し
た
。

　
皆
さ
ん
も
、
も
う
一
度
お
調
べ
に

・
な
っ
て
み
て
下
さ
い
。


